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洞門老大宗師　各位

賛助費　現状報告とご協力のお願い

謹啓　貴老大宗師におかれましては、益々御清祥のことと拝察申し上げます。皆様には、日

頃より曹青会活動にご理解とご協力を賜り、衷心より御礼申し上げます。

　私ども全国曹洞宗青年会は、全国に50団体、約3000名の会員からなる、曹洞宗青年僧侶

の全国組織でございます。当会は、「大衆教化の接点を求めて」という活動理念を掲げ、昭和50

年に発足してから本年で37年目を迎え、青少年教化育成、健全な社会の形成を目的として日々

活動をしております。今期は「いのちの声に耳を澄ます」というスローガンを掲げ、具体的な

慈悲行に取り組むべく、電話相談員養成研修の全国開催をはじめ、有意義な事業推進に励み、

また、青年会における新たな災害対策整備にも鋭意取り組んでおります。

　さて、その活動経費全般、また、実費にてご提供させて頂いております各種頒布物の財源

に関しましては、皆様方よりのご厚情による賛助費に支えられており、その割合は年度予算

額の三分の一を占めております。

　しかしながら、近年の当会では、賛助費の減収という問題に直面しており、このままでは、

今後の会務運営が非常に困難になることが予想されます。

　その為、当会内での事業再検討は勿論のこと、今年度より「会務会則に関する特別委員会」

を組織し、昨年度の臨時評議員会でご意見を頂戴致しました“会費における設定金額の見直し”

についても、管区理事並びに評議員各位の声を拝聴しながら、幾重にも検討致しております。

　今後、私ども一同は、より一層、御寺院様及び、全国の青年会員各位にご理解頂ける活動

に取り組んで参りたいと、思いをひとつにしているところでございます。

　つきましては、皆様には全国曹洞宗青年会の現状、また、宗門並びに曹青会の未来をご賢

察頂きまして、賛助費へのご協力を伏してお願い申し上げます。

合掌

全国曹洞宗青年会

〈参考〉賛助費御浄納総額と件数の推移
平成21年度　￥ 9,864,000（2,019件）
平成20年度　￥11,627,000（2,228件）
平成19年度　￥11,773,000（2,472件）
平成18年度　￥12,062,000（2,344件）
平成17年度　￥13,428,000（2,659件）


